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2020年1月21日
日本電信電話株式会社（NTT)
研究企画部門 食農プロデュース担当

準天頂衛星みちびきに対応したドローン及びAI技術
を活用したスマート営農ソリューションについて
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スマート生育診断、病害虫診断・予測

取組コンセプト

撮影
画像

水温
地温

気象
データ

生育診断

稲の生育ステージが
〇〇から〇〇へ変わりました
〇月〇日に追肥してください

病害虫診断・予測
・病害虫の種類：△△
対処の方法は：●●
・〇〇地区に〇〇害虫が
〇日後に発生
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http://www.ntt-east.co.jp/?link_eastid=ins_h001


実証の舞台（生産者概略）

株式会社 アグリ鶴谷 (2017年8月設立)

 概要
住所 : 南相馬市原町区鶴谷地区
実証を行う作物 : 天のつぶ
耕作面積(2019年度): 水稲16ha

(天のつぶ８ha、ふくひびき８ha）
⇒ このうち、天のつぶ8haが実証圃場

 特徴
福島第１原発事故に伴い避難指⽰が出されていた
南相馬市原町区鶴谷地区で、2018年、帰還困難
区域を除いて作付け・出荷制限が解除され、
昨年度事故以来8年ぶりに初めての稲作が開始。

アグリ鶴谷
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実証圃場

実証圃場は、全体16haのうち、天のつぶ8haを利用する
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天のつぶ 飼料米[品種]

天のつぶ
８ｈａ

飼料米（ふくひびき）
８ｈａ

実証圃場



コンソーシアムの体制と協力機関
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共同実証機関

★委託契約

アグリ鶴谷 クニエ

東日本電信電話NTTデータCCS
新生福島先端技術
振興機構

新生福島
先端技術振興機構

★連絡、調整

AmaterZ

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構)

コンソーシアム

ハレックス

福島県内関係機関の全面バックアップ

福島県農業総合センター
福島県土地改良
事業団体連合会

JAふくしま未来 国立大学福島大学

協力機関

代表機関

NTTデータ

生産者

進行管理役

ドローン

NTT空間情報

NTTドコモ

エンルート

技術提供企業

ドローン管制システムの提
供及び改良

APC：あい作

コンソーシアム事務局、あい作提供及び改良

ハイパーアグリ
AI/予測技術

日本電信電話サービス
エボリューション研究所

コンソーシアム参加企業以外にも技術提供企業や福島県内の各協力機関にもご支援いただき実証を進めている



実証体系の全体イメージ

アグリ鶴谷

ドローン
管制システム

スマート
病害虫診断・対処

ドローンによる自動圃場撮影と、準天頂
衛星「みちびき」を用いたドローンによる
農薬・肥料散布をおこなう

営農支援
プラットフォーム 水位センサー

イオン水生成装置スマート
病害虫予測・対処

スマート
生育診断・追肥

・NTTデータ
・NTT空間情報
・NTTドコモ

・AmaterZ
・NTTデータ

・NTTデータ
・NTTデータCCS

・NTTデータ
・NTTデータCCS
・NTT東日本

・ハイパーアグリ

・NTTサービス
エボリューション研究所

・ハレックス

固定カメラとドローンの画像から、AI画像
診断を用いて生育ステージを診断し、診
断結果に基づいて追肥をおこなう

生育ステージに応じて圃場の水に電
気を流してイオン化させることで養分
の吸収を促進させる

各圃場の水位がセンサーからスマ
ホに連携され、スマートフォンで確
認する

ドローンを用いて病害虫・雑草の発生有無を
確認し、発生した場合はスマホ画像からAI画
像診断を用いて病害虫・雑草の診断をし、診
断結果に基づいて農薬散布をおこなう

過去の気象情報や病害虫発生情報と
NTTの予測技術を用いることで、病害虫
の発生予測ができるか研究をおこなう

営農支援プラットフォーム「あい作」を用いて、栽
培計画・栽培記録・JAとの連絡相談をおこなう。
生育診断、病害虫・雑草診断の結果確認、
日々の作業時間投入も本システムからおこなう。

独自実証

独自実証
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実証状況



スマート生育診断

天のつぶの生育診断モデルの構築のため、ドローン・固定カメラ・スマートフォンでの教師画像撮影、生育
ステージの診断を実施

今年度は、教師画像の作成と診断AIの構築まで実施。次年度、AIによる診断精度の検証を行う

図4 実態顕微鏡で撮影した幼穂の画像 図5 ドローン撮影画像

図1 AI生育診断画面 図3 圃場に設置した固定カメラ図2 固定カメラで撮影した圃場
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スマート病害虫診断

図１ ドローン撮影画像(雑草)

登録された病害虫・雑草について、ドローンやスマホ撮影画像での同定が可能かの検証を実施中

タイヌビエ ケイヌビエ

図2 クモヘリカメムシとAI病害虫診断画面
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みちびき対応ドローンでの自動航行

図1 複数台ドローンの航行 図２ Airpalette農業用操作画面イメージ

みちびき対応ドローンによるairpaletteUTMを利用した複数台自動航行を実施
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あい作 ・ 水位センサー

あい作

通常の営農作業はもちろん、実証にかかる
作業についても、「あい作」を利用

水位センサー

全59圃場に水位センサーを設置。専用アプリ
による水位の確認・管理を実施
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イオン水生成装置

本技術は農林水産省経営局補助事業「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業
（2014-2016）」において採択・3年間の実証が行われ、現在までに兵庫県などに導入実績があ。

独自実証
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スマート病害虫予測・対処

気象情報や、地図情報、虫の発生状況、地表温度などのデータをもとに、NTTグループのAI技術によって
病害虫の予測を行うことを目標とし、農研機構とも連携して研究を実施中

NTTグループ

気象/地図情報等

病害虫診断AIによる結果

農業
生産者/

JA
(営農

指導員)
等

予測
結果

気象DB
・1時間毎更新
・1kmメッシュ
・過去7年データ

+

病害虫予測AI
多次元複合
データ分析

時空間変数
オンライン予測

地図DB
・詳細地図情報

農作物DB

学習 診断結果蓄積過去データで学習 予測結果を蓄積

圃場情報
・ドローン搭載の
カメラで撮影

[凡例] :NTTグループAI技術

事象に影響を与える複合データから、
発生条件の組合せが類似する事象
をクラスタリングする分析技術

事象発生が時間的・空間的に伝播す
る変動パターンの特徴を利用した予測
技術

＜想定効果＞
・病害虫発生時の突発的な
対応回避
・作業負荷の軽減
・ 経済的損失の最小化 等

※これらの技術は、人流予測で実績あり

＜予測結果の実現イメージ＞
「福島県○○市○○地区に稲の病害虫○○が
○日後に発生する可能性有り」

日本初

有識者

・過去の
害虫情報

・AIの精度向
上のためのア
ドバイス

フェロモントラップ
による虫の発生状況

独自実証
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http://labevent.ecl.ntt.co.jp/forum2015/info/index.html


アウトリーチ活動

農林水産省や自治体などの圃場視察や講演などの対応を実施。複数のメディアにも取り上げられている

農水省・農政局視察(2019/6/11)

南相馬市長訪問(2019/9/26)

福島県農業総合センター祭り(2019/9/7-8) 次世代農業EXPO(2019/10/9-11)
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ご清聴ありがとうございました




